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次期大津市子ども・子育て支援事業計画等策定のためのアンケート調査 

 

小学生のお子さんの保護者のみなさまへ 

大津市では、市民のみなさまのご理解とご協力を得ながら、本市における子育て支援の

充実を図るための具体的な計画である「大津市子ども・子育て支援事業計画」「第２次大

津市次世代育成支援行動計画」に基づき、さまざまな施策を進めています。 

今回のアンケート調査は、現在子育て中のみなさまの子育て支援サービスの利用状況や

今後の希望、ご意見等をおうかがいし、今後の子育て支援施策を進める上での参考資料と

することを目的に行います。お忙しい中、大変恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき

ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

 

平成 30 年 11 月 

                     大津市長 
 

 

ご記入にあたって 

１．このアンケートは、市内在住の小学生のお子さんの中から無作為に抽出しお願いする 

ものです。 

２．調査は無記名で実施します。回答内容やご意見については、調査目的以外に使用したり、

公表したりすることは、一切ありません。是非、率直なご意見をお聞かせください。 

３．このアンケート内において、「あなた」はご回答いただく方のことです。また「お子さん」

は封筒のあて名のお子さんのことです。 

４．回答は、あてはまる番号を選んで○印をつけてください。また、質問によっては数字や

文字を記入するものもあります。 

５．ご回答いただいた内容（施設や事業の利用希望等）は、実際の利用の可否を確認・決定

するものではありません。 

 

回収期限：11月 22 日（木） 
記入いただいた調査票は同封の返信用封筒に入れ、切手を貼らずにポストにご投函ください。 

 

 

  
★この調査に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 

大津市 福祉子ども部 幼児政策課  電 話：077-528-2806 

           子ども家庭課 電 話：077-528-2804 

 

小学生用調査票 
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あて名のお子さんとご家族の状況についてうかがいます 
 

 
 

問１ お住まいの学区はどこですか。 

 

１．小松 ９．堅田 17．唐崎 25．膳所 33．青山 

２．木戸 10．仰木 18．滋賀 26．富士見 34．瀬田 

３．和邇 11．仰木の里 19．山中比叡平 27．晴嵐 35．瀬田北 

４．小野 12．仰木の里東 20．藤尾 28．石山 36．瀬田南 

５．葛川 13．雄琴 21．長等 29．南郷 37．瀬田東 

６．伊香立 14．日吉台 22．逢坂 30．大石 

７．真野 15．坂本 23．中央 31．田上 

８．真野北 16．下阪本 24．平野 32．上田上 

 

問２ お子さんの①生年月、②③きょうだいのことについてご記入ください。 
 

 

①あて名のお子さんの生年月 ②きょうだいの人数 
（あて名のお子さんを含む人数） 

③末子の生年月 
（あて名のお子さんが末子であれば①と同じ生年月を記入） 

平成   年   月生まれ 
 

  人 
 

平成   年   月生まれ 
 

 

問３ ご回答いただく方は、お子さんからみてどなたですか。 

 

１．母親 ２．父親 ３．その他（       ） 

 

問４ ご回答いただく方の年齢（平成 30 年４月１日時点）をお答えください。 

 

１．20 歳未満 ３．25～29 歳 ５．35～39 歳 ７．45～49 歳 

２．20～24 歳 ４．30～34 歳 ６．40～44 歳 ８．50 歳以上 

 

問５ ご回答いただく方の配偶関係についてお答えください。 

 

１．配偶者がいる ２．配偶者はいない 

 

問６ ご回答いただく方の世帯構成は、次のどれにあてはまりますか。 

 

１．二世代（親、子） ２．三世代（祖父母、親、子） ３．その他（       ）  

１つだけに〇 

□内に数字を記入 

１つだけに〇 

１つだけに〇 

１つだけに〇 

１つだけに〇 
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問７ お子さんの保護者の就労状況（自営業、家族従事者含む）について、①現在の状況

と②１年後の希望（実現見込みがある）をお答えください。 

（ひとり親世帯の場合、母親もしくは父親の記入は不要です） 
 

質 問 

母親・父親の就労状況・就労希望 

１．フルタイム 

【週５日･ 

１日８時間程度】 

２．パート・ 

アルバイト 

【月 64 時間以上】 

３．パート・ 

アルバイト 

【月 64 時間未満】 

４．専業主婦・主夫 

 

 

①
現
在
の
状
況 

(１)母親 １ ２ ３ ４ 

(２)父親 １ ２ ３ ４ 

②
１
年
後
の
希
望 

(１)母親 １ ２ ３ ４ 

(２)父親 １ ２ ３ ４ 

※１～３の選択肢には、産休・育休・介護休業中も含みます 

※②１年後の希望について、１年後も同様の就労状況を希望される場合は、同じ番号を選択してください 

 

問８ あなたの世帯で働いている方全員のおよその年間総収入（税金等を天引きされる前

の金額）はいくらですか。 

 

１．収入はなかった ３．300～500 万円未満 ５．700～900 万円未満 ７．わからない 

２．300 万円未満 ４．500～700 万円未満 ６．900 万円以上 

 

問９ あなたの世帯の現在の経済的な暮らし向きについて、どう感じていますか。 

 

１．大変苦しい ３．普通 ４．ややゆとりがある 

２．やや苦しい  ５．大変ゆとりがある 

 

問 10 あなたの世帯で、この１年間に、経済的な理由で断念したり、子どもに我慢させた

りしたことはありましたか。 

 

１．新しい衣類や靴を購入する ５．家族旅行に行く ９．医療機関を受診する 

２．習い事や学習塾に通う ６．プレゼントやお年玉をあげる 10．その他 

３．放課後児童クラブを利用する ７．祭りやイベントに参加する （      ） 

４．誕生日を祝う ８．友人等と外出や外食をする 11．特にない 

  

それぞれ１つだけに〇 

１つだけに〇 

１つだけに〇 

あてはまるすべてに〇 
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あて名のお子さんの育ちをめぐる環境についてうかがいます 
 

 
 
 

問 11 あなたは、特にどのようなことを大切にしてお子さんを育てていますか。 

 

１．基本的な生活習慣を身につけること ７．本物にふれ、体験する機会をもつこと 

２．身体を丈夫にすること ８．興味や関心を広げること 

３．他者への思いやりを持つこと ９．子ども同士で一緒に遊ぶこと 

４．社会的ルールや規範意識を守ること 10．数字や文字等を学ぶこと 

５．自分の気持ちを表現し伝えること 11．その他（            ） 

６．家族で過ごす時間や会話をもつこと 12．特にない 

 

問 12 あなた自身は日頃、子育てをどのように感じていますか。 
 

質 問 
感じる度合い 

１．いつも 
感じる 

２．ときどき 
感じる 

３．あまり 
感じない 

４．まったく 
感じない 

①子どもと過ごす楽しさや幸福感 １ ２ ３ ４ 

②子どもの成長や接し方の不安感 １ ２ ３ ４ 

③自身の体力的な負担感 １ ２ ３ ４ 

④自身の精神的な負担感 １ ２ ３ ４ 

⑤経済的な負担感 １ ２ ３ ４ 
 
 

問 13 お子さんの普段の食事や睡眠等の生活習慣について、あてはまるものはありますか。 

 

＜睡眠＞ ＜運動＞ 

１．目覚めが悪い 11．運動が不足している 

２．寝つきが悪い 12．息切れしやすい 

３．就寝が 22 時を過ぎている ＜その他＞ 

４．昼間眠そうにしている 13．頭痛や腹痛等をうったえることがある 

＜食事＞ 14．落ち着きがないことがよくある 

５．食事を抜くことがある 15．イライラしやすい 

６．食事時間が不規則 16．長時間テレビを見たりゲーム等をしている 

７．好き嫌いが多い 17．歯みがきをしない日がある 

８．栄養バランスが偏っている 18．あてはまるものは特にない 

９．外食や市販の惣菜をよく利用する 

10．お菓子（菓子パン含む）だけで食事を済ませることがよくある  

あてはまる３つまでに〇 

それぞれ１つだけに〇 

あてはまるすべてに〇 
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 あて名のお子さんの放課後等の過ごし方についてうかがいます 

問 14 子育てをする上で、気軽に相談できる人や場所はありますか。 

 

１．いる／ある ２．ない 

 

問 14－１ 相談先をお答えください。 問14－２ 相談先がない（相談しない）のは 
なぜですか。 

 

１．人づきあいが苦手だから 

 ２．外に出るのが好きではない 

 ３．他人に子どものことをあれこれ言われたくない 

 ４．誰に相談していいのかわからない 

 ５．祖父母や親戚とあまりつきあいがない 

 ６．その他（               ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 15 あなたは、子育てで不安や悩みを感じたときに、どのような相談先があればよい、

または、よかったと思いますか。 

 

１．身近で気軽に相談できる施設 ６．専門的な相談ができる相談窓口 

２．子育て中の保護者同士で気軽に話せる場 ７．家庭に訪問して行う相談 

３．匿名で相談できる専用電話 ８．その他（               ） 

４．匿名で相談できるメールやＬＩＮＥ相談 ９．特に必要ない 

５．子育て経験者による子育て相談 
 
 

 

 

問 16 お子さんは、現在、習い事等をしていますか。 

 

１．学習塾・進学塾 ４．英会話・そろばん等の勉強の習い事 ７．その他 

２．通信教育 ５．音楽・習字等の芸術の習い事 （        ） 

３．水泳・体操等のスポーツの習い事 ６．プログラミング等のＩＴ系の習い事 ８．塾や習い事はしていない  

１．配偶者（夫または妻） 

２．自分または配偶者の両親、兄弟姉妹 

３．友人や知人 

４．ネット、ＳＮＳ上の友人や知人 

５．近所の人 

６．子育て支援施設（児童館等）・ＮＰＯ 

７．保健所・すこやか相談所 

８．小学校の先生 

９．放課後児童クラブ指導員 

10．民生委員児童委員 

11．かかりつけの医師 

12．子ども家庭相談室 

13．教育相談センター 

14．少年センター 

15．いじめ対策推進室 

16．児童生徒支援課 

17．その他（           ） 

 

 

    

あてはまるすべてに〇 
あてはまるすべてに〇 

１つだけに〇 

あてはまる３つまでに〇 

あてはまるすべてに〇 
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問 17 お子さんが放課後や休日に好きでよくしている遊びは何ですか。 
 

質 問 

 

１． 
好きで 

よくしている 

２． 
よく 

している 

３． 
たまに 
している 

４． 
あまり 

していない 

①公園や広場で友だちと外遊びをする １ ２ ３ ４ 

②友だちの家や自宅で友だちと室内遊びをする １ ２ ３ ４ 

③親やきょうだいと自宅周辺や公園等で外遊びをする １ ２ ３ ４ 

④親やきょうだいと室内遊びをする １ ２ ３ ４ 

⑤一人で自宅周辺や公園等で外遊びをする １ ２ ３ ４ 

⑥一人で読書やゲーム等の室内遊びをする １ ２ ３ ４ 

 

問 18 お子さんの就学後の生活で、お子さん自身や保護者の適応・対応が難しかった 

こと、不安だったことはありますか。 

 

１．起床時間 ７．集団への適応 13．長期休暇中の過ごし方 

２．勉強 ８．子どもと先生との関係 14．保護者と先生・学校との関係 

３．運動 ９．友だちとの関係 15．保護者同士の関係 

４．給食（アレルギー等） 10．登下校の安全 16．保護者の就労時間・働き方の調整 

５．授業に集中する 11．学校の防犯・防災対策 17．その他（       ） 

６．学校のきまりを守る 12．放課後の居場所の確保 18．特にない 

 

問 19 放課後（平日の授業終了後）に、預かりサービスを利用していますか。 

 

１．利用している ２．利用していない    問 20 へ 

 

問 19－１ どのようなサービスを利用していますか。 

 

１．放課後児童クラブ（学童保育） ⇒ 週（  ）日くらい 

２．民間の放課後児童クラブ ⇒ 週（  ）日くらい 

３．ファミリーサポートセンター ⇒ 週（  ）日くらい 

 

問 19－2 放課後児童クラブやファミリーサポートセンターを利用している理由は何ですか。 

 

お子さんの身の回りの世話を主にしている方が 

１．就労している ３．病気や障害がある ５．学生である 

２．妊娠中または出産して間がない ４．同居の親戚を常時介護している ６．その他（       ） 

それぞれ１つだけに〇 

あてはまるすべてに〇 

１つだけに〇 

１つだけに〇 

あてはまるすべてに〇、（ ）内に数字を記入 
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問 20 今後、放課後に、預かりサービスを利用（継続）したいと思いますか。 

 

１．利用したい ２．利用する必要はない    問 21 へ 
 

 

問 20－１ どのようなサービスを利用したいですか。（サービスの利用には、一定の利用料がかかります。） 

 

１．放課後児童クラブ（学童保育） ⇒ 週（  ）日くらい 小学（  ）年生まで利用したい 

２．民間の放課後児童クラブ ⇒ 週（  ）日くらい 小学（  ）年生まで利用したい 

３．ファミリーサポートセンター ⇒ 週（  ）日くらい 小学（  ）年生まで利用したい 

 

問 20－２ 放課後児童クラブを利用したい理由は何ですか。 

 

お子さんの身の回りの世話を主にしている方が 

１．就労している ５．学生である／就学したい 

２．そのうち就労したいと考えている ６．就労していないが、子どもの教育等のために預けたい 

３．家族・親戚等を介護しなければならない ７．その他（                 ） 

４．病気や障害がある 

 

問 21 土曜日と日曜日・祝日、長期休暇中に放課後児童クラブの利用が必要ですか。 

 

１．土曜日に必要 ⇒ 小学（  ）生まで利用したい 

２．日曜日・祝日に必要 ⇒ 小学（  ）生まで利用したい 

３．夏休み等、長期休暇中に必要 ⇒ 小学（  ）生まで利用したい 

４．利用する必要はない 

 

問 22 保護者の就労の有無にかかわらず、放課後等にすべての子ども（小学生）が参加で

きる子どもの居場所（放課後子ども教室※）があれば利用したいと思いますか。 

 

１．利用したいと思う ３．利用したいと思わない 

２．プログラムの内容次第では利用したいと思う 

 

 
 

問 23 この１年間に、お子さんが病気やけがで登校できなかったことはありますか。 

 

１．あった     問23－１へ ２．なかった     問 24 へ 

 

１つだけに〇 

１つだけに〇 

１つだけに〇 

あてはまるすべてに〇、（ ）内に数字を記入 

あてはまるすべてに〇、（ ）内に数字を記入 

問 21 へ 

１つだけに〇 

※放課後子ども教室 
小学校の教室、図書室等を活用し、放課後や週末、夏休み等の長期休暇中の子どもの活動場所を確
保する事業。放課後児童クラブと異なり、保護者の就労等を条件とせず、誰でも利用できる。 
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あて名のお子さんの子育てに関する事業等の利用状況についてうかがいます 

問 23 で「１．あった」に○をつけた方にうかがいます。 

問 23－１ その際に、この１年間に行った対処方法についてお答えください。 

 

１．母親が休んだ ６．ベビーシッターを利用した 

２．父親が休んだ ７．ファミリーサポートセンターを利用した 

３．親戚（同居者を含む）・知人に子どもをみてもらった ８．仕方なく子どもだけで留守番をさせた 

４．就労していない保護者が子どもをみた ９．その他（             ） 

５．病児・病後児の保育を利用した 

 

 

 

 
 
 

問 24 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利用

したいと思うものはありますか。 
 

質 問 

認知度 利用度 利用意向 

１
． 

２
． 

１
． 

２
． 

１
． 

２
． 

知
っ
て
い
る 

知
ら
な
い 

利
用
し
た 

こ
と
が
あ
る 

利
用
し
た 

こ
と
は
な
い 

利
用
し
た
い 

利
用
し
た
く 

な
い 

①すこやか相談所 １ ２ １ ２ １ ２ 

②大津市子ども家庭相談室 １ ２ １ ２ １ ２ 

③虐待ホットライン（中央子ども家庭相談センター） １ ２ １ ２ １ ２ 

④子育てハンドブック「大津っ子」 １ ２ １ ２ １ ２ 

⑤おおつげんきっこハンドブック １ ２ １ ２ １ ２ 

⑥おおつ子育てアプリ「とも☆育」 １ ２ １ ２ １ ２ 

⑦児童館（子育て支援事業等） １ ２ １ ２ １ ２ 

⑧まちなか交流館ゆうゆうかん 世代間交流スペース １ ２ １ ２ １ ２ 

⑨おもちゃライブラリー １ ２ １ ２ １ ２ 

⑩子育てシェアリングエコノミー※ １ ２ １ ２ １ ２ 
 
※子育てシェアリングエコノミー 

シェアリングエコノミーとは、個人や企業等が所有する物や遊休資産、サービス、ノウハウ等を、イン
ターネットを利用した仲介によって貸し出す・サービスを提供するなどして、他者と交換・共有する考
え方です。子育て分野では、託児や家事支援等のサービスがあります。  

あてはまるすべてに〇 

どちらかに〇 どちらかに〇 どちらかに〇 
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地域の子育て支援や大津市の子育て支援サービスについてうかがいます 

子どもと過ごす時間や職場の両立支援制度についてうかがいます 
 

 
 
 

問 25 現在、子どもと一緒に過ごす時間は１日平均（平日）どのくらいですか。また、 

その時間は十分だと思いますか。 
 

質 問 

子どもと 

一緒に過ごす 

時間 

（就寝時を除く） 

時間の充足度 

１． 

十分だと 

思う 

２． 

まあまあ 

十分だと 

思う 

３． 

あまり 

十分だと 

思わない 

４． 

不十分 

だと思う 

５． 

わからない 

①母親  
 

時間 
 

１ ２ ３ ４ ５ 

②父親  
 

時間 
 

１ ２ ３ ４ ５ 

 

問 26 働く保護者が仕事と子育てを両立するために、あなたが企業に期待することは何ですか。 

 

１．子どもが病気やけがの時に、休暇が取りやすい職場環境をつくる 

２．育児休業中の経済的な支援を行う 

３．育児休業制度が取得しやすい職場環境・雰囲気づくりを行う 

４．育児休業制度をさらに充実させる 

５．フレックスタイム制、自宅での就労等、多様な働き方を認める 

６．若い世代が正規職員等、安定した職に就けるようにする 

７．事業所内に保育施設等をつくるなど仕事と子育ての両立を支援する 

８．完全週休二日制の定着や労働時間の短縮を行う 

９．出産・子育て期には柔軟に対応できる就業時間の運用を行う 

10．出産や育児による退職後の再雇用制度、再就職支援を充実させる 

11．昇進や昇給等での男女平等を推し進める 

12．その他（                                  ） 

 

 

 
 
 

問 27 あなたの家族の近所づきあいは、どの程度ですか。 

 

１．暮らしの面でさまざまな助け合いをしている ５．あいさつをする程度 

２．困りごとや悩みごとを相談し合っている ６．まったくつきあっていない 

３．一緒に外出したりするが、助け合ったり ７．その他 

困りごとを相談したりする間柄ではない （               ） 

４．家の前や公園等で世間話をするが、暮らしの中に入り込んだつきあいはない 

□内に数字を記入 

それぞれ１つだけに〇 

あてはまるすべてに〇 

１つだけに〇 
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問 28 あなたは、地域の子どもたちとの交流や活動に参加していますか。次の①～⑥につ

いて、それぞれお答えください。 
 

項 目 

参加状況 

１． 

積極的に 

している 

２． 

時々 

している 

３． 

あまり 

していない 

４． 

まったく 

していない 

①子ども会活動、保護者会（PTA等）活動に参加する １ ２ ３ ４ 

②地域の子どもたちのスポーツ・文化活動等に参加する １ ２ ３ ４ 

③地域の祭りやイベントに親子で参加する １ ２ ３ ４ 

④子育てサークルや悩み相談グループ等の活動に参加する １ ２ ３ ４ 

⑤地域で子どもを持つ保護者同士で情報交換する １ ２ ３ ４ 

⑥上記以外の活動（             ） １ ２   

 

 

ひとり親世帯の方にうかがいます。それ以外の方は問30 へお進みください。 

問 29 養育費に関する状況について、あてはまるものはどれですか。 

 

１．養育費の取り決めをしており、養育費を受け取っている 

２．養育費の取り決めをしているが、現在養育費を受け取っていない 

３．養育費の取り決めをしていない 
 

 
 

問 29－１ さしつかえなければ、養育費の①希望額、②取り決め額、③実際の額について、

1 ヶ月・子ども一人あたりの金額をお答えください。 
 

項 目 

養育費の金額 

１． 

０円 

２． 

２万円 

未満 

３． 

２万～ 

４万円 

未満 

４． 

４万～ 

６万円 

未満 

５． 

６万～ 

８万円 

未満 

６． 

８万～ 

10 万円 

未満 

７． 

10 万円

以上 

①希望額 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

②取り決め額 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

③実際の額 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

  

それぞれ１つだけに〇 

１つだけに〇 

それぞれ１つだけに〇 
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問 30 あなたは、次の①～⑱の大津市の少子化対策や出産、子育てに関わる環境につい

て、「満足度」・「重要度」をどれくらい感じていますか。 
 

【満足感を得ていますか】 

満足度 

満
足 

ま
あ
満
足 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

①妊娠・出産に関する相談窓口等の体制 １ ２ ３ ４ ５ 

②子どもや子育てに関する相談窓口等の体制 １ ２ ３ ４ ５ 

③妊娠・出産期の母親や子どもの健診や健康教育 １ ２ ３ ４ ５ 

④就労支援としての保育園・放課後児童クラブ等の保育サービス環境 １ ２ ３ ４ ５ 

⑤幼児教育としての幼稚園の利用のしやすさ １ ２ ３ ４ ５ 

⑥地域における遊び場の提供や親子の居場所づくり １ ２ ３ ４ ５ 

⑦地域で子育てを支えるための住民参加・交流 １ ２ ３ ４ ５ 

⑧子どもの確かな学力・豊かな心を育む学校教育環境 １ ２ ３ ４ ５ 

⑨子どもが参加しやすい多様な体験機会 １ ２ ３ ４ ５ 

⑩子ども自身が不安や悩みを相談できる体制 １ ２ ３ ４ ５ 

⑪安心して受診できる医療機関の整備 １ ２ ３ ４ ５ 

⑫雇用の安定（正規職員への雇用形態の変化等） １ ２ ３ ４ ５ 

⑬残業や長時間勤務の解消（または、減少） １ ２ ３ ４ ５ 

⑭男女が共に子育てを行うための社会環境 １ ２ ３ ４ ５ 

⑮貧困等の困難な状況にある子どもの学習・生活支援 １ ２ ３ ４ ５ 

⑯児童虐待を防止するための対策や啓発 １ ２ ３ ４ ５ 

⑰子どもの安全を確保するための活動や環境 １ ２ ３ ４ ５ 

⑱若い世代や子育て世代の転入を増やすための施策 １ ２ ３ ４ ５ 

 

【出産や子育てへの支援として重要だと思いますか】 

重要度 

重
要 

ま
あ
重
要 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要 

で
な
い 

重
要
で
な
い 

わ
か
ら
な
い 

①妊娠・出産に関する相談窓口等の体制 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

②子どもや子育てに関する相談窓口等の体制 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

③妊娠・出産期の母親や子どもの健診や健康教育 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

④就労支援としての保育園・放課後児童クラブ等の保育サービス環境 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
 

それぞれ１つだけに〇 

それぞれ１つだけに〇 
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つづき 

【出産や子育てへの支援として重要だと思いますか】 

重要度 

重
要 

ま
あ
重
要 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要 

で
な
い 

重
要
で
な
い 

わ
か
ら
な
い 

⑤幼児教育としての幼稚園の利用のしやすさ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑥地域における遊び場の提供や親子の居場所づくり １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑦地域で子育てを支えるための住民参加・交流 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑧子どもの確かな学力・豊かな心を育む学校教育環境 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑨子どもが参加しやすい多様な体験機会 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑩子ども自身が不安や悩みを相談できる体制 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑪安心して受診できる医療機関の整備 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑫雇用の安定（正規職員への雇用形態の変化等） １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑬残業や長時間勤務の解消（または、減少） １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑭男女が共に子育てを行うための社会環境 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑮貧困等の困難な状況にある子どもの学習・生活支援 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑯児童虐待を防止するための対策や啓発 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑰子どもの安全を確保するための活動や環境 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑱若い世代や子育て世代の転入を増やすための施策 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

最後に、教育・保育環境の充実や子育てのサポート等、大津市の子ども・子育て支援施策

に関してご意見がございましたら、ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートの回答に多くの時間と、お手間を取っていただき、まことにありがとうございました。 

いただきました結果をもとに、今後も「子育てしやすいまち大津」実現のため、努力してまいります。 

なお、アンケートは切手を貼らずに同封の封筒に入れ、11 月 22 日（木）までにポストにご投函ください。 

それぞれ１つだけに〇 

返
信
用
封
筒
へ
は
三
つ
折
り
（
▲
目
印
で
折
る
）
で
封
入
で
き
ま
す 


